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ポイ捨て禁止！

ごみ分別　その先へ特 集特 集

　私たちが生活するうえで必ず出る「ごみ」―。
　分別やリサイクルなど、ごみ減量化に対する意識は定着しつつありますが、それでもごみは大幅に減少してはおらず、
自然環境はもちろん、時には私たちの健康にまで悪影響を及ぼすことがあります。
　今回は、※中空知衛生施設組合「リサイクリーン」に運ばれた私たちのごみがどのように処理されているのか、そして
近年世界的な問題となっているプラスチックごみの処理について考えてみましょう。
※滝川市・芦別市・赤平市・雨竜町・新十津川町で構成

「まぁ、いいか」があわや大事故に！

ポイ捨て禁止！
　ポイ捨ては景観を損ねるだけでなく、
地球環境を悪化させ、時には火災や交通
事故の原因となる可能性もあります。
　ごみのポイ捨てをなくし、快適に過ご
せる、住みやすいまちにするために、皆
さんのご協力をお願いします。

ごみはごみ箱へ！！

▲粗大ごみや資源ごみは、リサイクルするために必要な素材ごとの細かな分別を係員
が行います。

▲空きびん（係員が、色つきびん・透明
びんなどに細かく分別）や自転車など
の鉄製品も、専門業者に引き取られま
　す。

Q　滝川市で行われているプラスチッ
クの処理方法について教えてくだ
さい。

A　滝川市では燃えるごみの焼却処理
で出された廃熱をエネルギーとし
て利用する「サーマルリサイクル」
と呼ばれる手法でプラスチックを
処理しています。燃やせるごみの
焼却や、加熱・分解させた際に発
生するエネルギーを使って発電し
施設内で使用するほか、余った電
気を売却して収入の一部としてい
ます。
　なお、昨年度は北海道内の一般
家庭における平均年間消費電力に
換算すると約1,044世帯分相当の
4,080,960kwhが発電されました。

Q　プラスチックの新処理方法につ
いて検討していることがあれば
教えてください。

A　「容器包装リサイクル法」に基
づき、ラベルを外したペットボ
トルのみの回収を令和４年４月
から開始しています。また、中
空知衛生施設組合に所属する滝
川市以外の２市２町にプラスチッ
ク処理に係るごみ処理組成調査
を実施しています。プラスチッ
クの処理については、設備の更
新、回収業者の確保などの課題
があり、すぐに実現することは
難しい状況にありますが、国の
動向を踏まえ、プラスチックご
みの発生を抑える対応や処理の
仕方などが日常生活に定着する
ような施策を進めていきたいと
考えています。

滝川市のプラスチック処理方法

について聞いてみた！！

▲空き缶、ペットボトル、雑誌、段ボー
ルは圧縮されて専門業者に引き取られ
ます。

▲昨年度にリサイクリーンで回収した滝
川市（21,017世帯）の生ごみと燃やせ
るごみの総重量は※6,509トンに及ぶ。
※出典：第２次滝川市環境基本計画・地域行動計
画年次報告書（令和４年度版）

※出典：第２次滝川市環境基本計画・地域行
動計画年次報告書（令和４年度版）

寄谷編集委員長による中空知衛生施設▶
組合千葉次長へのインタビュー

▲発火する恐れのあるリチウム電池など
は厳重に保管され、専門業者によって
適切に処分されます。

▲燃えないごみの中に混入していたガス缶が破
裂し、ごみ収集車の中で火災が発生。

危険

～分別されたごみがたどり着く場所～
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回収した後のごみはどうなってるの？？？
そんな疑問にズバリとお答えします！！

※11／24に開催された令和５年第２回中空知衛生施設組合定例会。
　滝川市からの代表議員１名は欠席。

中空知衛生施設組合議会をご存じですか？ 「美ola（ビオラ）」販売中！
　中空知衛生施設組合を構成す
る市や町の首長ならびに選出さ
れた議員が集まり、同組合の運
営や予算などについて話し合う
会議のことです。本市からは、
５名の議員が参加しています。

　リサイクリーンでは、生ゴミから生まれた
肥料「美ola（ビオラ）」を販売しています。
販売方法や料金については、リサイクリーン
に直接お問い合わせください。

◇中空知衛生施設組合リサイクリーン
住　所：滝川市東滝川760番地
ＴＥＬ：0125ー75ー3800

燃えるごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

生ごみ

ペットボトル

古紙

雑がみ

蛍光管

乾電池
水銀・体温計

食用廃油

古着（布類）

木くず

あき缶

あきびん

一般廃棄物焼却処理施設
（中・北空知エネクリーン
／歌志内市）で処理

中空知衛生施設組合
（リサイクリーン）で処理

中空知衛生施設組合
（リサイクリーン／滝川市
東滝川）で破砕し、資源
選別を行う

可燃物

スチール缶

生きびん

製鉄メーカーで、自動車、家電、鉄道、船舶の材料、建築資材等にリサイクル

洗びん工場で洗浄し、再利用
生きびん＝1.8L、ビール特大、ビール大、中、小

回収したアルミ缶の約76％が再びアルミ缶に加工。
残りはエンジン、ホイールなどの自動車部品、ＯA機器、エアコンなどの
家電製品の部品にリサイクル

※残渣（ざんさ）・・・濾過（ろか）した後などに残ったかす。

透明、茶、その他の３種類に分別後、あきびんを砕いてカレットを作成
カレットは、びんの原料として再利用される。リサイクル率約80％

回収業者

回収業者

回収業者

回収業者

回収業者

回収業者

回収業者

回収業者

回収業者

回収業者

不燃物

アルミ缶

その他びん

金　属

ごみを焼却したときに出る熱を利用して発電。発電した電気は、施設
内で使われ、余った電気は電力会社に売却

メタン発酵させバイオガス発電、ガスボイラー利用。発電した電気は施設
内で利用。発酵残渣は肥料として利用

細かく砕いて「ＰＥＴフレーク」に加工後、クリアファイル、たまごパック、洗剤
ボトル、ボールペン、繊維などに再利用

種類ごとに再資源化し、再生紙、緩衝材等の減量に再利用

段ボールとして再利用

材料ごとに以下のとおり再利用
アルミ⇒アルミ原料　蛍光粉⇒レアアース原料　ガラス⇒グラスウール、カレット
水銀⇒蛍光管、研究機関

水銀、亜鉛、マンガン、鉄を取り出して再利用

ボイラーの燃料や飼料などの原料として再利用

ウエスや衣類として再利用

ボイラーの燃料に使用

可燃物、金属類以外の物は、最終処分場（東滝川）
で埋め立て処理

おしらせ
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　当市議会では、６月・９月・12月の各定例会において市政全般にわたって事業の執行状況や将来に対する方針などに
ついて質問し、執行機関からの報告・説明などを求める一般質問が行われています。一般質問は、住民から重大な関心
と期待を持たれていることについて問いかけ、議員自らが提言を行い、政治姿勢を示すことができる大事な議員活動の
場です。
　本会議場での議員一人当たりの質問時間は30分以内となっています。今議会では２日間にわたり行われ、13名の議員
が質問しました。その一部をお知らせいたします。

皆さんの声を議会へ

質問者 質問項目
荒木　文一

（市民ネットワーク）
人材確保に向けた取り組み　　外国人労働者の受け入れ　　公立学校の休業延長

荻野　仁史
（市民ネットワーク）

旧東栄小学校の活用等　　市庁舎食堂事業者の撤退に伴う次期事業者の選定

柴田　文男
（21フォーラム）

人口減少が加速する中での今後のまちづくりに対する基本的な考え方　　
Ｌｅｔａｒａ㈱に対する今後の市の基本姿勢

安樂　良幸
（新政会）

市民の防災意識向上施策　　関係機関との防災訓練の実施

山口　清悦
（新政会）

児童虐待の対応　　滝川市社会福祉協議会に対する支援　　滝川市立病院の医師確保　　

寄谷　猛男
（共産党）

新しい文化センターの建設　　公共交通　　ヒグマ対策　　こども発達支援センターの運営
通級指導教室を必要とする子どもの教育の機会の確保

関藤　龍也
（市民ネットワーク）

街路灯の維持管理　　買い物難民と移動難民　　公園管理

福井　雅章
（新政会）

市立病院における職場環境の改善

髙橋江海子
（れいわ新選組）

免許返納率の向上　　保育におけるＩＣＴ化　　学童保育の環境整備　　学校開放日の防犯対策　
音楽ホールの構想

三上　裕久
（公明党）

物価高騰から市民生活を守る施策　　若者の地元定着促進　　投票所の環境改善　　
ＧＩＧＡスクール　　「ＣＯＣＯＬＯプラン」を受けての不登校支援の推進

堀　　重雄
（公明党）

お悔やみ窓口の設置　　リサイクル運動の推進　　ふれ愛の里の利活用

藤田　哲也
（市民ネットワーク）

熊害対策　　事業承継の支援

好川　　章
（新政会）

旧東栄小学校の解体　　認知症の市民理解の促進
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第４回定例会 一 般 質 問 か ら

問　北海道教育委員会から、道立学
校などにおける次年度休業日数の
方針が示されたが、本市はどのよ
うに対応していくのかを伺う。
答 道立学校の規則改正に準じ、本
市におきましても、市立学校の学
校管理規則を改正し、夏・冬の長
期休業期間の総日数を「50日以内」
から「56日以内」に変更したいと
考えています。また、「夏季休業
日を従来より長く設定する」とい
う道教委の改正の趣旨を踏まえて、
長期休業の延長日数分は夏の休業
延長に充てることを想定していま
すが、市内各校で休業日数に違い
が生じると、様々な教育活動の計
画・実施への影響がでるため、市
内各校同じ日数での設定を考えて
おり、今後は市校長会と協議し詳
細を決定していきます。

問　現在廃校となっている旧東栄小
学校の今後の活用方法やあり方に
ついて考えを伺う。
答 旧東栄小学校のグラウンド部分
は民間企業の太陽光発電施設とし
て活用していますが、建物につい
ては老朽化が著しく、今のところ
活用の見込みがないため、除去す
る予定となっています。除去後の
跡地利用については、地域にとっ
て有効な利活用となるように検討
していきたいと考えています。
問　建物の体育館側は痛みが少ない
ように見えるが、内部は老朽化が
進んでいるのかを伺う。
答 内部の老朽化も進んでいます。
委託業者が定期的な見回りを行い
危険と判断した場合には修繕など
を行っていますが、あくまでも危
険防止のためであり、改修等を行っ
ての再利用は考えていません。

問　砂川火力発電所の廃止が地域に
与える影響はとても大きいと推測
できる。医療、福祉、上下水道な
ど様々な分野で危機的状況を迎え
る前に遠隔医療や介護ロボ、ＡＩ
などの導入に向けた議論を進める
べきと考えるが、市の見解を伺う。
答 砂川火力発電所の廃止は広域的
に見ても予想以上の人口減少に繋
がる可能性があります。圏域内の
自治体が連携を強めながら様々な
取り組みを行うとともに、新たな
視点や技術などを活用しながら持
続可能なまちづくりに取り組んで
いきます。
問　Ｌｅｔａｒａ㈱に対する市の基
本姿勢について伺う。
答 宇宙人材の育成や雇用創出によ
る地域活性化が期待されるため、
担当部署の垣根を超え支援・連携
をしていきたいと考えています。

問　防災・減災は平時における関係
機関との協同訓練の質と量で有事
の際の対応が変わってくる。本市
においては、ここ数年、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、
警察、消防、自衛隊などと連携し
た協同訓練が実施されていない。
いつ発生するのか予測不能な災害
に備え協同訓練を実施すべきと考
えるが、市の見解を伺う。
答 災害時においては、限られた時
間の中で、市民の命に関わる被害
を防ぐ、あるいは最小化すること
が求められるため、消防、警察、
自衛隊に対応をお願いすることが
想定されます。そのための土台づ
くりとして、この度、当該４機関
の防災担当者の連絡会議が発足さ
れました。今後は、この４機関の
連絡会議を通じて協同訓練の実施
に向け調整を進めていきます。

問　児童虐待には、身体的虐待、性
的虐待、心理的虐待、ネグレクトが
あるが、滝川市が把握しているそ
れぞれの最新の状況を伺う。また
相談後の対応策としてどのような
ことを行っているのかを伺う。
答 令和４年度の児童虐待に関する
相談対応件数は身体的虐待８件、
性的虐待０件、心理的虐待23件、
ネグレクト３件の合計34件となっ
ています。相談を受けた際に緊急
度が高いと思われる事案は、傷や
あざ等を確認して、ただちに児童
相談所に通告し、状況の聞き取り
を実施した中で児童相談所による
一時保護について検討し対応を進
めています。緊急事案以外につい
ては、助言による対応をはじめ個
別ケース検討会議において関係機
関が役割を決めて見守りや支援を
行っています。

問　通常の学級に在籍している困り
感のある児童が、ニーズに応じた
特別の指導を受けられるように全
ての学校に通級指導教室を設置す
べきと考えるが市の考えを伺う。
答 通級による指導時間は週１～２
時間程度であり、それ以外は各学
校で個のニーズに応じた指導が行
われています。最も大切なことは、
児童生徒が困り感に応じた指導を
しっかりと受けられることであり、
各学校ではチームでの支援体制を
築き、それぞれの困り感に応じた
適切なサポートに努めています。
問 ホール機能を含めた文化施設複
合化事業の進捗状況を伺う。
答 駅周辺地区再生整備構想におい
て、ホール機能と併せた複合化を
検討するとしているため、駅周辺
地区再生整備事業の計画も考慮し
ながら慎重に検討を進めています。

荻野　仁史（市民ネットワーク）

山口　清悦（新政会）

柴田　文男（21フォーラム）

寄谷　猛男（共産党）

荒木　文一（市民ネットワーク）

安樂　良幸（新政会）

旧東栄小学校の
活用等について

児童虐待の現状と
対応について

今後の市政運営の
基本方針について

通級指導教室に
ついて

公立学校の休業延
長について

関係機関との防災
訓練について

※ＱＲコードをスマートフォンで読み取ると、その質問者の
映像をユーチューブでご覧いただけます。

令和６年２月１日 5



第４回定例会 一 般 質 問 か ら

問　防犯灯としての役割もあること
から、街路灯の維持管理は行政が
担うべきであると考えるが、市の
見解を伺う。また、電気料の公平
性として考えられることはないか
を伺う。
答 防犯を含めた安全・安心なまち
づくりは行政と市民で支えるもの
であり、防犯効果を高める街路灯
はその一つと言えます。設置につ
いては、町内会がそれぞれ必要な
明るさについて考え、地域の合意
のもと設置されており、まさに住
民自治を発揮した取り組みと言え
ます。
　電気料の公平性については、電
気料の８割を市が補助し、２割を
町内会に負担していただくという
補助制度を全ての町内会に適用し
ていますので、公平であると考え
ています。

問　特に夜勤において休憩時間等を
削ってまで、定時退勤に努めてい
る懸念がある。時間外勤務等の運
用実態を伺う。
答 看護師の平均時間外勤務は平成
29年に比べ、令和５年度において
は４分の３以下にまで改善してい
ます。また、夜勤担当者が緊急時
以外で仮眠や休憩を削っている実
態はありません。
問　集中力と緊張感を維持して職務
を継続するには休憩所等の充実が
不可欠である。現在の設備では不
十分と考えるが、見解を伺う。
答 限られた空間の中でできる限り
の用意はしてあり、現状の設備で
過不足はないと認識しています。
また、年２回の面談での意見聴取
や現場職員の意見を反映する場と
して労働組合との団体交渉等を行
い、職場環境の改善に努めています。

問　年々減少している運転免許返納
数に対し、乗合ワゴンや返納特典
等の導入予定があるかを伺う。
答 公共交通機関の維持存続や免許
返納後に要介護リスクが高まる可
能性があることから、今のところ
導入予定はありません。
問　学童保育でのいじめ等により、
通うのを渋る低学年の子どもがい
ると毎年聞くが、対応と今後の展
開を伺う。
答 新入生歓迎行事の実施や職員研
修に加え、保護者や学校と連携し
丁寧に個別対応していきます。
問　新ホールの具体構想を発表する
前に専門家等を招いて市長懇談を
行う考えはあるのかを伺う。
答 方針が確定した後、アンケート
等の意見や課題などを踏まえ、関係
者や市民の皆様と共に考える機会
を作っていきたいと考えています。

問　物価高騰から市民生活を守るた
めの取り組みについて考えを伺う。
答 国の補助金を活用し、非課税世
帯への７万円給付を迅速に進める
ほか、地域の実情にあった効果的
な支援を検討していきます。
問 進学で滝川を離れた若者を呼び
戻す誘導策となる※奨学金返還支
援制度の活用について見解を伺う。
答 現在、奨学金返還支援制度を導
入している自治体の事例研究を進
めており、効果の見極めも含めて
前向きに詳細の検討を行いたいと
考えています。
問　全投票所への土足入場を検討す
るべきと考えるが、見解を伺う。
答 投票所の土足化については投票
環境向上のための重要な取り組み
と考え、各施設の特性や本来業務
への影響を考えながら検討してい
きたいと考えています。

問　お悔み手続きに苦労している高
齢の遺族などに対する本市の取り
組みを伺う。
答 現在、おくやみハンドブックを
配布し、ご遺族の手続き負担を軽
減するとともに、手続き漏れがな
いようにご案内を行っています。
窓口の取り組みとしては、ライフ
イベント全般にかかる手続きの申
請書作成を職員がサポートする「書
かない窓口」を来年１月下旬より
スタートすることとしています。
問 ふれ愛の里への送迎バスを希望
する声が市民から多く寄せられて
いるが、市の見解を伺う。
答 送迎に必要な新たな車両や人員
の確保、コスト面の課題などがあ
ることから現時点での実現性は見
いだせていませんが、引き続き、
指定管理者と利便性向上に向けた
方策の検討を続けていきます。

問　事業承継に係る事業に対しても
産業創造支援事業補助金を支出す
べきと考えるが、市の考えを伺う。
答 事業承継を検討する経営者が一
定数いる状況を鑑み、スムーズに
経営を引き継ぐことができるよう、
次年度から補助金の支出を行って
いく方向で滝川市産業活性化協議
会と協議を進めていきます。
問　多くの市民が利用する河川敷に
モンスターウルフを常時設置する
ことがヒグマの退避に効果的と考
えるが、市の考えを伺う。
答 河川敷周辺には広範囲にわたり
住宅等があり、特定箇所から退避
させても設置場所以外へヒグマを
誘導してしまう可能性があります。
熊の出没状況やセンサーカメラに
よる移動経路の特定から、効果的
な設置場所を精査し、対応を進め
ていきたいと考えています。

福井　雅章（新政会）

堀　　重雄（公明党）

髙橋江海子（れいわ新選組）

藤田　哲也（市民ネットワーク）

関藤　龍也（市民ネットワーク）

三上　裕久（公明党）

市立病院における職場
環境の改善について

お悔やみ窓口の
設置について

共生社会の実現に
向けて

事業承継の支援に
ついて

街路灯の維持管理
について

物価高騰に対する市
民生活支援について

※ＱＲコードをスマートフォンで読み取ると、その質問者の
映像をユーチューブでご覧いただけます。

※奨学金返還支援制度：国の地方創生事業の一つであり、対象学生が大学等を卒業後、地元自治体に
居住する場合に、地方公共団体が奨学金の全部または一部を負担する制度。たきかわ市議会だより No.486



問　高齢化の進展に伴い、５人に１人が認知症になるという推計もあり、認知症は社会全体
の問題となってきている。認知症について多くの市民に理解してもらうため、講習会など
の啓発活動を展開することについて市の考えを伺う。
答 コミュニティセンター等で「認知症サポーター養成講座」を開催するほか、職場・サー
クル等地域の集まりへの講師派遣を通年で実施するとともに、老人クラブやいきいき百歳
体操の会場などで、「認知症ミニ講座」を実施しています。また、毎年９月を認知症月間
と位置付け、市役所ロビー展示や研修会等を実施しています。今年度は新たな取り組みと
して、多世代向けの普及啓発イベントを開催し、多くの若者や子育て世代の方々にご参加
いただきました。好川　　章（新政会）

認知症の市民理解
の促進について

令和５年第４回定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 議決結果

報告第１号 専決処分について（損害賠償額の決定）
車両損傷事故に伴う損害賠償額の決定 報 告 済

報告第２号 監査報告について 報 告 済
報告第３号 例月現金出納検査報告について 報 告 済

議案第１号
令和５年度滝川市一般会計補正予算（第７号）
新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化交付金を受けて行う低所得の子育て世帯に対する生活支援特別給付金の給
付、北海道の持続的畑作生産体系確立緊急支援事業補助金を受けて行うなたねの品種転換対策の実施に対する補助金の交付、小
学校空調設備設置工事外実施設計の実施などに係る補正予算です。

原案可決

議案第２号 令和５年度滝川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
産前産後期間における国民健康保険税免除制度の創設に伴うシステム改修等の増額を行うための補正です。 原案可決

議案第３号 令和５年度滝川市公営住宅事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第４号 令和５年度滝川市介護保険特別会計補正予算（第２号）
介護保険制度改正に伴うシステム改修等の増額を行うための補正です。 原案可決

議案第５号 令和５年度滝川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第６号 令和５年度滝川市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第７号 令和５年度滝川市病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第８号 滝川市産業振興部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間の特例に関する条例
滝川市産業振興部が所管する公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間を１年とするための条例の制定です。 原案可決

議案第９号 滝川市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例
移動端末設備を利用したコンビニエンスストア等での印鑑登録証明書の交付申請ができるようにするための改正です。 原案可決

議案第10号 一般職の職員の給与に関する条例及び滝川市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例 原案可決

議案第11号 滝川市税条例の一部を改正する条例
全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う改正です。 原案可決

議案第12号 滝川市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例
空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律の施行に伴う改正です。 原案可決

議案第13号
滝川市営住宅条例及び滝川市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例
滝川市パートナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱の施行に伴い、市営住宅及び特定公共賃貸住宅の入居者の資格を追加す
るための改正です。

原案可決

議案第14号 公の施設の指定管理者の指定について（滝川ふれ愛の里（地ビール製造施設を除く。）等）
令和６年４月１日から１年間、株式会社滝川振興公社を指定管理者として指定しました。 原案可決

議案第15号
不動産の無償貸付けについて
土地は、燃焼実験の場所として活用し、建物は、人工衛星用の推進系エンジンの開発・製造の拠点とするため並びにオフィス、開
発機器や資材の保管、実証機の組立て及び製造ラインとして活用するための不動産の無償貸付けです。

原案可決

議案第16号 令和５年度一般会計補正予算（第８号）
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を受けて行う非課税世帯電力等価格高騰支援金を給付するための補正です。 原案可決

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 
窪之内　美知代さんが推薦されました。 可と答申

令和５年第６回臨時会議決結果
議案番号 件　　　　名 議決結果

議案第１号

令和５年度滝川市一般会計補正予算（第９号）
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を受けて行う市内小中学校及び滝川西高等学校における換気対策用備品
の整備、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を受けて行う地域公共交通事業者（路線バス）、旅客自動車運送事業者（タク
シー、貸切バス）、トラック等運送事業者、介護・障がい福祉サービス事業者等、農業経営体の事業継続のための支援、飲食店応援
プレミアムチケット発行事業の実施などを行うための補正です。

原案可決

※議案第１号、第２号、第４号の一部および第３号、第５号、第６号、第７号、第10号は、令和５年人事院勧告に伴い、期末勤勉手当等及び給与の改正を
行うものです。
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滝川市議会 NEWS FLASH

傍聴してみませんか 編 集 後 記
　令和６年第１回滝川市議会定例会
開催予定日をお知らせします。

　令和６年最初の市議会だよりの発行となりまし
た。令和５年を振り返ると、コロナウイルス感染
症が２類から５類に移行され、約３年に及んだコ
ロナとの戦いに収束の兆しがみられました。
　しかし、ロシアのウクライナ侵攻にはじまった
世界情勢の混乱は、物価の高騰や急激な円安、エ
ネルギー危機などを引き起こし、私たちの生活に
大きな変化をもたらしています。
　一方、明るい話題として、４年に一度の地方統
一選挙が行われ、滝川市議会にも５人の新任議員
が誕生しました。一般質問では、新しい目線での
提言や市理事者との活発な議論が交わされてお
り、これまで議会に興味がなかった若い世代の
方々にも議場に足を運んでいただけるようになり
ました。
　今年も市議会だよりが、幅広い世代の市民の皆
様に分かりやすく、そして読みやすいものになる
ように編集委員一同一生懸命努めてまいります。

たきかわ市議会だより編集委員会
委員　堀　　重雄　

発行責任者　滝川市議会議長　山本　正信

　開催日は変更する場合がありますので、傍
聴の際は日程を確認してください。

※矢印は会期を示します。

日 月 火 水 木 金 土
２/25 26 27 28 29

本会議
３/１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８
本会議
一般質問

９

10 11
本会議
一般質問

12 13 14 15 16

17 18
本会議

19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

問い合わせ　議会事務局　☎28-8048

　令和５年12月７日㈭、コロナ禍で中止が続いていた議場コンサートを４年ぶり
に開催し、滝川市婦人会の皆さんに「滝川音頭」をご披露いただきました。「滝
川音頭」は滝川市開基70周年と市制施行を記念して1960年に誕生した滝川のご当
地音頭です。コンサート当日は、市議会議員、滝川市理事者や職員、傍聴に来ら
れた市民の方など合わせて70人以上が観覧し、軽快な音楽と踊りを楽しみました。

４年ぶりに議場コンサートを開催！

令和５年度　経済建設常任委員会行政視察および厚生常任委員会行政視察の報告
　滝川市議会では、先進的な取り組みをしている自治体のまちづくりの施策やアイデアを調査する行政視察
を実施しています。今回、経済建設常任委員会は、鹿児島県霧島市と南九州市を訪問し、「道路アダプト制度」、
「歴史遺産を活用した観光振興と歴史と景観を生かしたまちづくり」について学びました。厚生常任委員会
は大阪府の「幼保連携型認定こども園　宮前つばさ幼稚園」と「大阪広域環境組合　舞洲工場」を訪問し、
子どもや子育て家庭を社会全体で支援する取り組みや公害防止施設の機能や環境共生型の設備について学び
ました。なお、視察結果は、今後の滝川市の施策などに活かしていきます。

◆経済建設常任委員会 ◇厚生常任委員会
視察期間：令和５年10月31日～11月２日
視 察 先：鹿児島県霧島市、南九州市ほか

視察期間：令和５年11月14日～15日
視 察 先：幼保連携型認定こども園　宮前つばさ幼稚園

大阪広域環境組合　舞洲工場

▲霧島市役所 ▲宮前つばさ幼稚園▲南九州市役所 ▲大阪広域環境組合　舞洲工場

滝川市婦人会の皆さん

たきかわ市議会だより No.488


